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第 1 節  自然環境保全 
１．自然環境 

本市は、西に標高約１，０００m の鈴鹿山脈、東に伊勢湾を臨み、自然海岸である吉崎海岸を

はじめ、すばらしい自然環境に恵まれている。 

市域の地質は概ね新世代第三紀以降の堆積岩であり、気候は太平洋側の平均的なもので温暖多

雨である。植生は、シイノキ・カシ類などの常緑広葉樹林が優占し、多くの湿原性植物が生育す

る御池沼沢植物群落、東阿倉川イヌナシ自生地、西阿倉川アイナシ自生地は、いずれも国の天然

記念物に指定されている。また、国の特別天然記念物のニホンカモシカが鈴鹿山地に生息するの

をはじめ、豊富な植物相を反映して、多種類の動物が生息している。また、市街地周辺の伊坂・

山村ダム、一生吹山一帯の地域、南部丘陵公園から泊山公園などを含む丘陵部分、溜池や緑に囲

まれた垂坂公園などは市民の憩いの場として親しまれている。 

 

２．自然環境現況調査 
本市では、今日までの工業用地開発、宅地造成等により豊かな自然が破壊され、また荒廃して

しまったところも多くある。 

「快適で潤いのあるまち」を目指す本市にとって、今や自然の保護・保全は市政の重要な課題で

あると同時に、次代の人々に対する大きな責務でもある。 

こうした見地から、開発造成の都市化が急速に進行する中で、人間生活に欠くことのできない

貴重な自然をできる限り保護・保全し、自然と調和のとれた開発を進めるため、学術上重要なも

の、絶滅の恐れのあるもの、貴重なもの、自然界で重要な役割を有するもの等の調査を専門家に

依頼して、自然環境保全現況調査事業を行った。 

Ⅰ．調査項目  植物現況調査 

動物現況調査 

地形・地質現況調査 

Ⅱ．調査区域  四日市市全域 

Ⅲ．調査委託先および調査期間 

植   物   四日市市自然環境保全現況調査グループ 

代表  南 川   幸 

調査期間  昭和 61、62 年度 

動   物   四日市市野生動物調査会 

代表  村 井 俊 郎 

調査期間  昭和 62、63 年度 

地形・地質   四日市市土地分類調査会 

代表  山 田  純 

調査期間  昭和 63 年度、平成元年度 
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（1） 植物現況調査概要 

昭和６１、６２年度において、植物現況調査として本市全域における植生調査および植

生図作成を行った。 

植生調査にあたっては、まず市全域の植被に関する既報や航空写真をもとに、市域の植

生概要を把握した上で、できるだけむらなく現地で分析記録する植生調査を実施した。 

さらに、植生調査の結果をもとに、現存植生図（縮尺１：２５，０００）、潜在自然植生

図（縮尺１：２５，０００）、そして項目別自然保全地図（縮尺１：２５，０００）が作製

された。 

四日市市の自然植生は、社寺叢の一部に残されている自然植生の破片的植物群落や、そ

れの近くまで遷移の進行した植物群落および各種の代償植生の種組成などから推定して、

シイノキ・カシ類・ヤブツバキ・サカキ・モチノキ・タブノキ・カクレミノなどの常緑広

葉樹林が優占し、それにより特徴づけられた照葉樹林であることは明らかである。 

市域植生の緑被環境の主体をなす樹林について調査を行った結果、５６科２１１種、１

５変種、１０亜種が自生または野生して樹林を構成していた。 

現存植生の群落単位をもとに４９の植生凡例で現存植生図（縮尺１：２５，０００）の

作製を行った。 

潜在自然植生は、群落単位の種組成、生態的特質及び空間的配分、さらに土地利用等の

基礎データによって１２の群落単位にまとめ、潜在自然植生図（縮尺１：２５，０００）

を作製した。 

以上の結果をまとめ、平成元年度に「四日市市の植生と植物相」を刊行した。（３００部） 

（2）動物現況調査概要 

昭和６２・６３年度において、動物現況調査として、市域を代表する植生環境地及び特

別指定地を拠点として調査を行った。 

代表環境及び拠点地域は以下のとおりである。 

代表植生環境     拠点となる地域 
      山地森林環境    水沢山地 
      丘陵人里環境   （仮称）垂坂公園予定地 

            南部丘陵公園 
      寺社林環境     神明神社（尾平町） 

            長松神社 
      乾燥草地環境    内部川上流域 

            内部川中流域 
            内部川下流域 

      湿生草地環境    御池沼沢地 
      海浜地環境     吉崎海岸（磯津） 
      人工緑地環境    霞ケ浦緑地公園 

            中央緑地 
      河川環境      朝明川 

            三滝川 
            内部川 

      湖水環境      伊坂ダム 
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  調査方法は、調査対象動物によって異なるが、概ね目視、採集、トラップ捕獲、フィー

ルドサイン、ハンドソーティング、鳴き声などの現況調査を中心に、その他聞き込み等の

調査を実施した。 

 調査対象は、動物部門の骨格となる哺乳類、鳥類、は虫類、両生類、淡水魚類、昆虫類

及び蜘蛛類について確認調査を行った。 

  その結果、今回の調査では以下の動物が確認された。  

 Ⅰ． 哺 乳 類   ニホンザル、キツネ、ニホンカモシカ等   7 目 14 科    23 種 

 Ⅱ． 烏  類   オシドリ、キジ、ホトトギス等      16 目 14 科   135 種 

 Ⅲ． は 虫 類   イシガメ、ヤモリ、マムシ等        2 目  7 科    12 種 

 Ⅳ． 両 生 類   イモリ、ウシガエル、モリアオガエル等   2 目   6 科     15 種 

 Ⅴ． 淡水魚類   アユ、メダカ、オオクチバス等       7 目  12 科    37 種 

     VI． 昆 虫 類 

 鱗翅目蝶類  イチモンジセセリ、キリシマミドリシジミ等     9 科    69 種 

 鱗翅目蛾類  シロテントガリバヒメハマキ、ガマヨトウ等    45 科  1,165 種 

膜翅目ハチ類 オオフタオピドロバチ、オスグロハバチ等      15 科     76 種 

膜翅目アリ類 メクラナガアリ、イガウロコアリ等         1 科     63 種 

蜻蛉目    ムカシヤンマ、アキアカネ等                      11 科     66 種 

直翅類     クチナガコオロギ、アオマツムシ、ヒサゴクサキリ等    10 科     67 種 

半翅目蝉類    ハルゼミ、エゾセミ、チッチゼミ等                  10 種 

甲虫類        マヤサンオサムシ、クロモンヒラナガゴミムシ等   93 科  1,260 種 

土壌性甲虫類  セマルツヤアリモドキ、イワワキオチバゾウムシ等  42 科   170 種 

Ⅶ． 真正蜘蛛類    ジグモ、ユウレイグモ、ヨツボシヒメアシナガグモ等    30 科   191 種 

以上の結果のまとめ、平成２年度に「四日市市の野生動物」を刊行した。（３００部） 

 

（3）地形・地質現況調査概要 

昭和６３・平成元年度において、地形・地質調査として昭和３３・３４年度に経済企画

庁、四日市市により行われた土地分類基本調査を基に、研究資料と現地調査により実施し

た。 

調査対象は以下のとおりである。 

I  地形（山地・丘陵・台地・低地） 

① 地形分類図 

② 起伏量図・谷密度図 

Ⅱ 地質（中生界・新生界・第四系） 

① 表層地質図 
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② 表層地質柱伏図 

Ⅲ 地下水 

① 地下水の可能涵養量 

② 地下水の揚水量 

③ 地下水の賦存状態 

④ 地下水の水位変動 

⑤ 地下水の滞留時問 

⑥ 地下水環境図 

Ⅳ 土壌 

① 農地土壌 

② 林野土壌 

③ 土壌図 

以上の結果をまとめ、平成３年度に「四日市市の土地分類」を刊行した。（３００部） 

         

３．地域開発環境配慮指針の策定 
市民の生活環境の向上や地域社会の持続的な発展とあわせて、地域の環境資源をより良好な状

態で将来の市民に引き継いでいくことが求められており、中長期的な視野に立ち、地域の持続的

な発展と地域環境との調和をどの様に図っていくかが重要な課題となってきている。 

こうした課題の解決にあたっては、単に開発か保全かといった二者択一的な考え方ではなく、

環境を資源として認識し、環境資源の保全と再生、適切な活用や創造といった長期的・総合的な

観点からの検討が必要であり、市民・事業者・行政が相互に協力して取り組むことが求められて

いる。 

このような中で、市内に残された良好な自然環境地である内陸地域を対象として、地域の自然

環境等が有している環境資源としての特性を踏まえ、環境利用に際しての環境面から配慮すべき

事項を明らかにし、環境利用の仕方によっては、環境へのマイナスの影響をより小さく、プラス

の影響をより大きくするために、平成６年３月に四日市市地域開発環境配慮指針を策定した。 

さらに、平成６年度には、事業者、市民等に対する普及・啓発を目的として、同配慮指針概要

書を作成した。 

 

４．「よっかいちの自然」の編集・発行 
市内の身近な自然を知り、親しむことができるガイドブックとして、動植物の写真を中心に編

集した小冊子「よっかいちの自然」（全４集）を発行した。 

第１集  里山の林 

第２集  市街地とその周辺 
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第３集  川・水田・湿地 

第４集  海岸・河口 

 

 ５．自然環境保全推進事業 
伊坂ダム周辺緑地や南部丘陵公園を主なフィールドとして、市民の自然保護意識の高揚を図る

ことを目的として、四日市自然保護推進委員会に自然環境保全推進事業を委託した。 

平成２２年度は、４月～２月の日曜日に、四季それぞれの草花、昆虫、鳥および星などの観察

会を１０回行った。延べ３６３名の参加があった。 

 

 


